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【教材開発の目的】 

 平成29年３月に文部科学省より告示された中学校学習指導要領によると，各教科

の指導計画の作成に当たっては，「生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図

る」ことに配慮することや，技術・家庭科（技術分野）の内容の取扱いについては，「製

作・制作・育成場面で使用する工具・機器や材料等については，図画工作科等の学

習経験を踏まえる」ことが示されている。以上の背景を踏まえ，①走行体の最適化を

行なう過程を通して生徒の主体的・対話的で深い学びを実現すること，②小学校図

画工作科で扱った経験のある道具を用いて製作できるものづくり課題とすることを目

的とした教材を開発した。 

 

【教材の概要】 

 本教材は表１に示す材料と道具を使用して，トレード・オフの関係にある

３つの要素（軽量化・耐久性・低摩擦）を考慮しながら走行体を製作すると

いうものである。なお，表２は授業計画，図１は生徒の作品例，図２は車輪

の規格である。 

 

 

 

 

 

 

【工夫した点】 

①走行体の主な材料として新聞紙を用いたのは，材料の切断・接合をする際に，生徒が小学校で使用経験のあるはさみ

やのりを用いて製作できるようにするためである。 

 

②表１に示す通り，班ごとに配布する道具の個数に制限を設けてある。これは，班内で役割分担したり，協働作業を促した

りすることを意図している。また，走行体のホイールベースを 300mm以上とする設計上の制約も設けてある。 

 

③走行体の製作を通してものづくりの一連の流れ（構想・設計・製作・評価）を体験できることである。ガイダンス後の授業

では，技術科の内容「A 材料と加工に関する技術」を扱う場合が多いと考えられる。そのため，本教材は「A 材料と加工に

関する技術」の導入教材としても位置づけており，今後の学習への興味・関心を高めることを期待している。 

 

④トレード・オフの概念を含むものづくりを体験できることである。技術科の目標の一節に「技術を適切に評価し活用する能

力と態度を育てる」とある。身の回りの生活では，いくつかの要素の下で多面的な視点から判断・評価する場面がある。そ

の際，技術の在り方についてはもちろんのこと，様々な場面でトレード・オフの問題に直面することが予期される。これらのこ

とを考慮し，トレード・オフの関係にある３つの要素を含む走行体を製作する課題を設定した。 

 

図３は，走行体を製作する過程で，自らの班の走行体を自己評価するため

のレーダーチャートである。レーダーチャートの各頂点は走行体を製作する上

で考慮すべき３つの要素であり，各要素は５点満点とした。レーダーチャートを

作成する際は，各要素は１点以上かつ３つの要素の合計は９点という制約を

設けた。これは，全ての要素を満たす走行体を製作することは不可能である

ことを示唆し，生徒にトレード・オフの概念を暗に理解させることや多目的最適

化の面白さや難しさを体験させることを意図している。 
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